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外科医長　夏田 孔史

腹腔鏡下肝切除

腹腔鏡下肝切除の現況
近年、様々な領域で腹腔鏡手術が発展・普及していま

すが、肝臓外科領域も例外ではありません。2008年に腹
腔鏡補助下手術(開腹手術の手技を一部併用するもの)
が、2010年には腹腔鏡下肝部分切除(肝臓の一部を切り
取る術式)が保険収載され、徐々に発展していきました。し
かしながら、その後一部の施設で高難度腹腔鏡下肝切除
を受けた患者の死亡例が報告されたことから、2015 年10 
月より肝臓内視鏡外科研究会が中心となり、全例前向き登
録が開始されました。2016年からは研究会の定めた基準
を満たす施設において、前向き登録を行うという条件付き
で、亜区域切除や区域切除、葉切除などのいわゆる高難
度手術も新たに保険収載となりました。

腹腔鏡下肝切除の長所と短所
元々肝臓は非常に血流に富んだ臓器であり、安全性と

いう点から腹腔鏡下手術に対しては慎重な意見が多く見ら
れていました。しかし様々な技術・機器の発展により、これ
らは克服されつつあります。特に出血に関しては、肝切時
における静脈からの出血が主体で圧はあまり高くないた
め、腹腔鏡操作で気腹圧がかかることにより、むしろ出血
は抑えられるとする報告もあります。ただし、この恩恵を受
けるためには十分な技術、機器の準備が必要となります。

腹腔鏡下肝切除の実際
前勤務先の長崎大学での腹腔鏡下肝切除の実際をお

示しします(図1, 2.)。
体位は砕石位としています。これは両足をレビテータとい

う台に乗せて開脚する体位で、元々は頭低位として骨盤の
手術などで用いられる体位です。肝切除の場合は十分な
頭高位、ローテートをするために用いています。術者は患者
の脚間に立って手術を行います。ポート位置は写真のよう
な5か所を基本としています。

肝 臓を切 離する際には開 腹 手 術と同 様にCUSA 
(Cavitron Ultrasonic Surgical Aspiration system)を用
います(図3.)。これは超音波によって肝実質を破砕し、血
管のみが残るという機器です。

これらの体位やポート位置、術中に使用するデバイスなど
は施設間で大きく異なっており、それぞれの施設がより安全
な手術を目指して創意工夫を重ねています。
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おわりに
当院も前述の施設基準を満たしており、現在年間に十数

例の腹腔鏡下肝切除を施行しています。今後も徐々に症例
数を増やしていきたいと思います。

Q：診療放射線技師を目指したきっかけは何ですか。
A：親戚が放射線治療を受け、治療が奏功し元気

になる姿を見て、放射線技師という仕事を知りま
した。一番のきっかけは、高校時代に骨折した際、
自分のＸ線写真をみてなぜ透過した画像ができ
るのだろうと思い、自分で調べてみてもっと勉強し
たいと思ったことです。

Q：どのような仕事をしていますか。
A： 診療放射線部は、一般撮影、CT、MRI、血管

造影、核医学、放射線治療等、様々な画像検査、
治療を行っています。私は主にMRIを担当して
います。また、放射線機器の管理や被爆管理も
放射線技師の仕事で、定期的な検査室の漏洩
線量の測定なども行っています。

Q：診療放射線技師として大事にしていることは何
ですか。

A：診療、診断を行う医師に正確な画像を届けるこ
とを意識し、検査しています。どのような画像を提
供したら、医師が診断を行えるのか、造影のタイ
ミングであったり、画像の角度であったり常に考
えながら検査を行うようにしています。私達の提
供する画像で患者さんの診断や、治療方針が変
わってくることもあるので、正確な画像を提供する
ことが患者さんのためにも大事と思っています。

Q：ワークライフバランスはいかがですか。
A：上司も早く帰るようにと声をかけてくださり、帰りや

すい環境はあります。しかし、次の日の検査の予習、
例えば前回の画像のチェックをし、医師のコメント
を見ながら、どのような画像を撮るかを考えるのに
まだ時間がかかっているので、もっと経験を積まな
いと、と考えています。

Q：今後の目標を教えてください。
A：MRI専門技術者を目指し、専門性を高めたいと考

えています。MRIに関する論文作成や発表など、ま
だまだハードルは高いですが、発展途上の分野なの
で、色々な勉強会にも参加し、最新の技術や知識を
取り入れたいと思います。

Q：当院スタッフへのメッセージをお願いします。
A：放射線科の検査は待ち時間が頻繁に発生します。

院内スタッフの皆様には待ち時間中、患者さんの
お話を聞いてくださったり、検査をするのにお待ち
いただいたりと、多々手助けいただいております。
いつも本当にありがとうございます。

Q：地域の医療機関へのメッセージをお願いします。
A：令和元年10月度より新しい3T（テスラ）MRIを導

入したことにより、画像の質も上がり、検査の幅も
広がりました。これからも地域医療の質を向上させ
るように頑張りますので、何卒よろしくお願いします。
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